
令和 7 年度筑波山地域ジオパーク推進協議会学術研究助成金研究成果概要 

 

筑波・新治台地に分布する硬砂層の形成プロセス 

細井 星也   

1. はじめに 

本研究は，筑波台地・新治台地に分布する「硬砂層（かたずなそう）」を研究対象とする．硬砂層とは， 

関東平野中央部の河成段丘にみられることのある，層厚 10 cm ~ 2 m 程度の硬く締まった砂層であり， 

概ね常総粘⼟層と同⼀の層準に認められる．硬砂層は未固結堆積物が主である関東平野の上部更新統に 

おいて特異な物性を有する地層であり，近年では⼤宮台地の⿊浜⾙塚（蓮⽥市）で硬砂層の利⽤の痕跡が 

報告されているなど，考古学的にも注⽬されている． 

既往研究において，硬砂層は古東京湾の陸化後に形成された「河畔砂丘（かはんさきゅう）」の堆積物 

であると報告されている．河畔砂丘とは，河川によって堆積した砂が⾵により運搬・再堆積されて形成さ

れた砂丘であり，湿潤な⽇本においては稀な内陸砂丘である．河畔砂丘堆積物としての硬砂層の形成プ 

ロセスは，後期更新世における地域の地形発達史のさらなる解明の鍵ともなりうる． 

しかしながら，硬砂層の形成プロセスに関しては依然として不明な点が多い．そのため本研究は，硬砂 

層の形成プロセスを再検討し，筑波・新治台地の地形発達との関係を明らかにすることを⽬的とする． 

2.研究手法 

硬砂層は，露頭調査により層相の記載と試料採取をおこなった．また，完新世の河畔砂丘堆積物および 

現河床堆積物をモダンアナログとして採取した．河畔砂丘は，数値標⾼モデル（DEM）を⽤いた地形判 

読および⽂献調査により抽出した． 

採取した試料に対し，粒度分析および地球化学分析（WD-XRF および ICP-MS）をおこなった．試料

には河川・⾵など異なる堆積プロセスによる成分が混在しうるため，粒度分布に対し対数正規分布の混合

モデルを⽤いた集団分離をおこない，独⽴した粒度集団を抽出した．得られた各集団の粒度分布特性と混

合⽐から，堆積環境を推定した．また，化学的⾵化の影響を評価したうえで，地球化学分析の結果に基づ

いて，現河床堆積物および沖積低地の河畔砂丘堆積物と照合して後背地を解析した． 

3. 結果と考察 

地形判読と野外調査の結果，⽐⾼5-10m ほどの典型的で⼤規模な河畔砂丘 8 地点に加え，⽐⾼2 m 前 

後の⼩規模な河畔砂丘を 13 地点で認定し，試料を採取した．そのうち筑波山地域ジオパークエリア内の 

2 地点を含む⻤怒川・⼩⾙川沿いの 7 地点については，本研究で新しく発⾒されたものである．⼩規模な 

河畔砂丘の形態的特徴は，硬砂層の産状や空間分布と類似した． 

硬砂層および沖積低地の河畔砂丘の粒度分布は，ほぼすべての試料について 2 集団からなる混合モデ 

ルで 95 %以上説明可能であった．また，全試料において淘汰の良い中粒砂（1-2 φ 程度）の集団が主要 

な成分として共通して認められた．このことは，硬砂層および沖積低地の河畔砂丘が，同様の堆積プロセ 

スによって形成された可能性を⽰唆している． 

化学的⾵化の影響を排除するため，移動性の低い微量元素濃度に基づき後背地解析をおこなった．そ 

の結果，⼤宮台地の硬砂層は利根川，筑波・新治台地の硬砂層は⻤怒川の現河床堆積物と近い地球化学的 

特徴を⽰し，いずれも近傍の河川が供給源であると推定された． 

以上の結果から，硬砂層は利根川・⻤怒川の河川堆積物が⾵により運搬・再堆積された⼩規模な河畔砂 

丘であると結論付けた．今後は，地球化学分析の精度の向上やテフラを⽤いた形成年代の推定をおこな

い，古気候データとの関連から，硬砂層の地形発達史における意義を議論する予定である． 
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